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ヘマラートニュースダイジェストヘマラートニュースダイジェスト
BOIがCLMV諸国の代表団を率いて
ヘマラートESIEを訪問
BOIがCLMV諸国の代表団を率いて
ヘマラートESIEを訪問

投資委員会（BOI）のタイ海外投資奨励課、タイ国際協力機構（TICA）と日
本国際協力機構（JICA）は、カンボジア、ラオス、ミャンマーおよびベトナム
の代表団を率いてヘマラート・イースタン・シーボード工業団地（HESIE）を
訪れました。一行はヘマラート・ランド アンド ディベロップメント株式会社の
デビッド・ナードン工業・国際担当グループ・エグゼクティブによる出迎えを受け、工業団地内を見学しました。この特別な訪問
は「AECおよびその後に向けたメコン河流域諸国の投資奨励に関するワークショップ」の一環です。

日本の千葉県の投資家がESIEを訪問日本の千葉県の投資家がESIEを訪問

潜在的投資家から成る日本の千葉県の代表団がビジネス目的でイースタ
ン・シーボード工業団地（ESIE）を訪れました。千葉県の経済振興課に率い
られた同代表団は、WHAコーポレーション株式会社の子会社であるヘマラ
ート・ランド アンド ディベロップメント株式会社のラッダ・ロジャナウィライ
ウッド営業担当副社長（右端）による歓迎を受けました。

パヤップ大学の学生がESIEとHESIEを見学パヤップ大学の学生がESIEとHESIEを見学

パヤップ大学の会計・金融および銀行取引学部の学生と教授の一行が先
日、東部経済回廊（EEC）を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤ
パス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役  による温かい歓
迎を受けました。一行はイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）とヘマラ
ート・イースタン・シーボード工業団地の総合的な見学を行って工業団地の
開発と各種サービスを実際に見て回り、海外投資の機会と課題について学
びました。

BOIに率いられた各国の投資家70名が
WHAグループのヘマラート工業団地を詳細に見学
BOIに率いられた各国の投資家70名が
WHAグループのヘマラート工業団地を詳細に見学

タイ投資委員会（BOI）が主催した見学プログラムにより、中国、日本、イ
ンド、米国および欧州からの投資家の一行がタイの東部経済回廊（EEC）
にあるイースタン・シーボード工業団地（ESIE）とヘマラート・イースタン・
シーボード工業団地（HESIE）を訪れました。この大規模な見学ツアーは、
投資機会の探索、国内外の企業の成長度と事業運営の視察、今後の工業を支えるWHAグループの能力の紹介を目的とした
ものです。今回の訪問の中で、一行はヘマラート工業団地の廃水処理施設と、最新式のサプライチェーン施設を備えたケリー・
ロジスティクス社の社屋も見学しました。

WHAコーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベ
ロップメント株式会社は、チョンブリFCの後援を継続することを決定しました。同
クラブの後援はこれで11年目となります。この後援は、地域社会との関わりにおけ
る弊社の積極的な役割を示すもので、青少年の健全な育成と連帯感の醸成のために
スポーツを振興することを目的としています。ヘマラート社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（左端）は、チョンブリFC
の関係者と他の後援企業・団体が出席した記者会見の場で、この後援の更新を発表しました。

CCE社とWMS社が産業廃棄物発電所への
廃棄物供給契約を締結
CCE社とWMS社が産業廃棄物発電所への
廃棄物供給契約を締結

日本のDOWAエコシステム・グループの1社であるウェイスト・マネージメン
ト・サイアム（WMS）株式会社は、チョンブリ・クリーン・エナジー（CCE）株
式会社が開発する8.63 MWの廃棄物発電所に産業廃棄物を供給する独占
契約を締結しました。2019年第4四半期に予定されている同発電所の商業
運転開始日より、WMS社が周辺地域から回収する約10万トンの産業廃棄物が同発電所に送られ、最先端の焼却プロセスと高
度な排出ガス制御システムを通じてクリーンな電力に変換されます。CCE産業廃棄物発電所ではワールドクラスの設計を採用
し、廃棄物をグリーン・エネルギーに変換することにより、社会と環境のために長期的に持続可能なソリューションをWMS社と
共に提供します。

WHAUP社がヘマラート社の工業団地で
天然ガス供給パイプラインおよび小売事業プロジェクトを開発 
WHAUP社がヘマラート社の工業団地で
天然ガス供給パイプラインおよび小売事業プロジェクトを開発 

WHAイースタン・シーボードNGD 2株式会社のデビッド・ナードン取
締役（中央左側）は先日、チョンブリ県シラチャ地区にあるヘマラー
ト・イースタン シーボード工業団地2において、PTT株式会社との間
で天然ガス売買契約を締結しました。契約締結式にはWHAユーティ
リティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）のウィサート・チュン
ワタナ最高経営責任者（左から4人目）も出席しました。WHAUP社
は、ガルフ・エナジー・ディベロップメント株式会社の協力のもとに、ヘマラート社の工業団地6か所で天然ガス供給パイプラ
インおよび小売事業プロジェクトを開発する権利を取得しました。運営はガルフWHA MTナチュラル・ガス・ディストリビュ
ーション株式会社が担当します。この協力関係は、タイの工業部門におけるエネルギー管理の強化を目的としたタイ政府の
天然ガス自由取引政策に即したものです。 

チョンブリ・クリーン・エナジー社の
産業廃棄物発電所建設を丸紅株式会社が開始
チョンブリ・クリーン・エナジー社の
産業廃棄物発電所建設を丸紅株式会社が開始

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュンワタナ最高経営
責任者（中央右側）、グロウ・グループのブレンダン・ウォーターズ最高経営責任者（左
端）、スエズ・アジア社のエティエンヌ・フルーアン再利用・回収担当執行取締役（右端）
および日本の丸紅株式会社の根岸邦夫プラント・プロジェクト部長（中央右側）は先日、
チョンブリ・クリーン・エナジー（CCE）プロジェクトの正式な建設開始を祝いました。発電容量8.63MWのこの産業廃棄物発電所プロジ
ェクトは、タイのチョンブリ県にあるヘマラート・チョンブリ工業団地内に位置しています。同発電所は2019年末までに営業運転を開始
する予定です。この代替エネルギー・プロジェクトはWHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社、グロウ・エナジー株式会社とスエ
ズ社の合弁事業で、日本の大手商社である丸紅株式会社がEPC事業者となっています。この発電所では、日本のJFEエンジニアリング株
式会社が提供する廃棄物焼却技術を用いて発電を行います。

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュンワタナ最高経営責任者（中央左側）、日本のDOWAエコシステム・グループ、WMS社のス
ガワラ・ヨシアキ社長（中央右側）、グロウ・グループのガート・メールスマン事業開発担当上級副社長（左端）およびスエズ社のジェローム・ル・ボーギュー支社
長（右端）は先日、WHAユーティリティーズ・アンド・パワー社の本社において産業廃棄物発電所への廃棄物供給契約書に署名しました。

写真は、海外からの投資家一行を出迎えたWHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当部長をはじめとする同社
の経営陣。訪問団は東部経済回廊にあるESIEとHESIEをくまなく見て回りました。

日本に本拠を置く株式会社 多田製作所の子会社であるタダ（タイラン
ド）社は先日、東部経済回廊（EEC）に位置するラヨーン県のイースタン・
シーボード工業団地（ESIE）の土地購入契約締結式を開催しました。こ
の土地に建設される新工場は革新的な技術を駆動力とするもので、自動
車業界と電子機器業界で高まりつつある需要に応える品質の高い製品
の製造拠点としての役割を果たします。

WHAグループがバン・カオ・ヒン学校の 
温室プロジェクトを支援
WHAグループがバン・カオ・ヒン学校の 
温室プロジェクトを支援

WHA コーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド デ
ィベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（左から4人目）
は先日、弊社を代表してチョンブリ県のバン・カオ・ヒン学校に寄付金を贈呈し
ました。この寄付金は、足ることを知る経済哲学に基づいて、有機野菜を育てる
方法を子供たちに教える温室を設けるために用いられました。
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WHAグループが有機木酢プロジェクトを開始 
バン・カオ・ヒン学校で
WHAグループが有機木酢プロジェクトを開始 
バン・カオ・ヒン学校で

WHAコーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベロ
ップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（右から3人目）は、弊社を
代表してバン・カオ・ヒン学校を訪れ、有機木酢用の窯を作るための寄付金3万
5,000バーツを贈呈しました。作られた木酢は、害虫を駆除して土壌の質を改善する
化学薬品の代替品として用いられます。このCSR（企業の社会的責任）活動により、地域住民の間で環境問題に対する意識
が高まっています。

WHAグループ

CSR

CSR

WHAUP

カスタマーニュース

WHAグループがプルアク・デーン病院に 
新しいトレーニング用具とフィットネス・マシンを寄贈
WHAグループがプルアク・デーン病院に 
新しいトレーニング用具とフィットネス・マシンを寄贈

WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）の子会社であるヘマラート・
ランド アンド ディベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部
長は、弊社を代表してラヨーン県のプルアク・デーン病院に 10 万バーツの寄付
金を贈呈しました。この寄付金は、トレーニング用具とフィットネス・マシンを備
えた機能回復訓練室を作るためのものです。WHAは、地域住民の間に健康と健全なライフスタイルを普及させるために同
病院が実施している活動を支援しています。

WHAグループがノン・ヤイ警察署の 
新しいオーディオアンプ購入を支援 
WHAグループがノン・ヤイ警察署の 
新しいオーディオアンプ購入を支援 

WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）の子会社であるヘマラート・
ランド アンド ディベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部
長は、弊社を代表してチョンブリ県のノン・ヤイ警察署に寄付金を贈呈しました。
この寄付は、高品質のアンプの購入を支援するためのものです。このオーディオ
機器は交通規則、緊急避難手順や公共の安全に関する知識を地域住民の間に広
めるための講習会や各種活動を実施する際に使用されます。

写真は、祝賀会を主催した WHA コーポレーションのジャリーポーン・ジャルコーンサクン・グループ最高経営
責任者（中央左側）、ヘマラート社のデビッド・ナードン工業・国際担当グループ・エグゼクティブ（左端）、来
賓のウッタマ・サワナヤナ工業大臣（中央右側）と WHA コーポレーションのアピチャイ・ブーンテラワラ監査
委員会委員長（右端）。
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WHAグループがノン・スア・チャン託児所に 
新しいウォーター・サーバーを寄贈
WHAグループがノン・スア・チャン託児所に 
新しいウォーター・サーバーを寄贈

WHA コーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベ
ロップメント株式会社は先日、チョンブリ県にあるノン・スア・チャン託児所にウォ
ーター・サーバーを寄贈しました。この新しいウォーター・サーバーは、ヘマラート社
のスンヤ・バオプーントーン総務部長が同託児所を訪れて贈呈を行いました。これに
より、地域の子供たちはろ過された清潔な水を簡単に利用できるようになります。

STT社が土地購入契約を締結 
HESIE 2に新工場を建設
STT社が土地購入契約を締結 
HESIE 2に新工場を建設

表面処理加工と潤滑技術を専門とする大手企業、STT 株式会社は、
WHA コーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド 
アンド ディベロップメント株式会社が開発したヘマラート・イースタン・
シーボード工業団地 2（HESIE 2）に新工場を建設するための土地購入
契約を締結しました。新たに建設される工場は東部経済回廊（EEC）に
位置するため、日本に本拠を置く同社がこの地域で増えつつある様々な
業界の顧客に多種多様な高品質の潤滑剤製品を提供することが可能に
なります。

 タダ（タイランド）社が新工場の起工式を開催 タダ（タイランド）社が新工場の起工式を開催

自動車、電子機器などの業界で使用される高品質の合成樹脂、ポンプおよ
びその他の製品のメーカーであるタダ（タイランド）社は先日、WHAコー
ポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベ
ロップメント株式会社が開発し、東部経済回廊（EEC）に位置するイースタ
ン・シーボード工業団地（ESIE）において、新工場の起工式を開催しまし
た。日本の画期的な最新技術を導入して自動化される新工場により、同社
はこの地域における製品需要の拡大に対応することが可能になります。

 マツダが生産能力を増強
 ESIEでエンジン機械加工工場を新設
 マツダが生産能力を増強
 ESIEでエンジン機械加工工場を新設

マツダ株式会社の関連会社であるマツダ・パワートレイン・マニュファク
チャリング（タイランド）株式会社（以下「MPMT」）は先日、東部経済回廊
（EEC）に位置するチョンブリ県のイースタン・シーボード工業団地（ラヨ
ーン）において新しいエンジン機械加工工場の開所記念式を開催しまし
た。この新工場により、同社の「SKYACTIV」エンジンの生産能力は年間 3
万基から10万基に増強されます。今後、MPMTは「SKYACTIV-G 2.0」
エンジンを生産し、タイのみならずマレーシアとベトナムにあるマツダの組
立工場に供給します。

多田製作所がEECの土地売買契約を締結多田製作所がEECの土地売買契約を締結

ず
の
機
会
が

待
ち
受
け
る

新
た
な
旅
が

始
ま
っ
て
、

す
べ
て
の
ス

テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
に
大
き

な
価
値
を
提

供
し
続
け
る

と
い
う
弊
社

の
誓
約
が
改

め
て
結
ば
れ

た
こ
と
を
示

す
も
の
と
な

り
ま
し
た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
は
タ
イ
政
府
の

「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
政
策
を
全

面
的
に
支
持
し
て
お
り
、
東
部
経
済

回
廊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
の
た
め

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
ま
す
。
弊
社

は
新
た
な
「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・

0
」
の
時
代
に
即
し
て
自
ら
を
絶
え

ず
適
合
さ
せ
な
が
ら
、
自
社
の
9
か

所
の
工
業
団
地
に
よ
り
多
く
の
投
資

家
、
特
に
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
と
オ
ー
ト

メ
ー
シ
ョ
ン
、
航
空
宇
宙
と
物
流
、

次
世
代
自
動
車
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
そ
の
他
の
新
た
な
S
字
型
産
業

分
野
の
投
資
家
を
迎
え
入
れ
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
れ
と

同
時
に
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
と
発
電
事

業
の
供
給
能
力
を
拡
大
し
、
環
境
に

最
も
優
し
い
条
件
で
お
客
様
に
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
将
来

の
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
・
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
戦
略
へ
の
投
資
を
行
い
ま

す
。

　

私
た
ち
は
「
ワ
シ
の
よ
う
に
優
れ

た
眼
」
で
今
後
を
見
通
し
、
高
所
に

立
っ
て
入
念
に
観
察
し
つ
つ
、
手
元

に
あ
る
も
の
に
も
注
意
を
怠
り
ま
せ

ん
。
2
0
1
8
年
と
そ
れ
以
降
に
向

け
て
の
弊
社
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
明
確
か

つ
精
密
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
事
業
を
発
展
さ
せ
、
タ
イ
と
こ

の
地
域
の
経
済
に
貢
献
で
き
る
よ

う
、
慎
重
な
行
動
に
よ
っ
て
新
た
な

機
会
を
探
求
し
、
未
知
の
課
題
に
対

処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

2018年度WHAグループ記念祝賀会

右側の写真は、工業団地開発におけるWHAグループの15 年にわたる継続的な成長と30 年にわたる成功：（前
列左端から）東部経済回廊のポジャニー・アータロットピンヨ事務局次長、ヘマラート社のデビッド・ナードン工業・
国際担当グループ・エグゼクティブ、WHA コーポレーションのジャリーポーン・ジャルコーンサクン・グループ
最高経営責任者、ウッタマ・サワナヤナ工業大臣、WHA コーポレーションのアピチャイ・ブーンテラワラ監査
委員会委員長と工業省のパス・ラハージュン事務次官。

　先日、工業団地開発における WHA グループの 15 年にわたる継続的な成長と 30 年にわたる
成功を記念し、アテネ ホテル バンコクにて政府関係者、ビジネス・パートナーや顧客企業の
皆様にご出席いただいて盛大な祝賀会が開催されました。この会にはウッタマ・サワナヤナ工
業大臣閣下のご臨席を賜り、弊社の経営陣とスタッフが多年にわたって優れた業績を上げ、タ
イのEEC地域における工業部門の成長に貢献したという祝賀のお言葉をいただきました。

WHAグループがチョンブリFCを後援。11年連続WHAグループがチョンブリFCを後援。11年連続
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NIKKAKI (THAILAND) CO.,LTD.
各種化学プラントの提案・設計・施工・保守

ヘマラートで更なる飛躍を目指す企業

創業80年のプラントエンジニアリング企業
高い技術提案力で日本品質を保証

　

化
学
蒸
留
メ
ー
カ
ー
大
手
の
日
本
化
学
機
械
製
造

株
式
会
社
は
1
9
2
8
年
、
大
阪
で
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。
当
初
は
、
焼
酎
メ
ー
カ
ー
向
け
に
蒸
留
機
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
該
技
術
が
幅

広
い
分
野
で
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

化
学
プ
ラ
ン
ト
全
般
に
わ
た
っ
て
事
業
展
開
を
し
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
80
年
。
今
で

は
、
日
本
の
名
だ
た
る
企
業
が
製
造
す
る
化
成
品
、

塗
料
、
樹
脂
、
食
品
、
薬
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
製
品

分
野
に
当
社
の
技
術
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
進
出
は
、
日
本
で
の
取
引
先
メ
ー
カ
ー
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
日
本
と
同
水
準
の
設
備
で
タ
イ
で
も

生
産
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
一
件
の
相
談
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
社
と
し
て
も
海
外
展
開
は
初

め
て
の
体
験
。
そ
こ
で
可
能
性
を
探
る
た
め
現
地
の

市
場
調
査
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
国
内
に
は

日
系
・
外
資
・
ロ
ー
カ
ル
も
含
め
蒸
留
プ
ラ
ン
ト
の

分
野
で
提
案
力
の
あ
る
企
業
が
少
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
類
の
ほ
と
ん
ど
が
現
地
調

達
可
能
で
、
コ
ア
な
部
品
等
に
つ
い
て
は
日
本
か
ら

輸
入
が
で
き
る
こ
と
も
判
明
。
千
載
一
遇
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
判
断
し
、
現
地
法
人
を
設
立
し
ま
し

た
。
今
か
ら
約
6
年
前
、
2
0
1
2
年
11
月
の
こ
と

で
す
。

　

と
は
い
え
、
タ
イ
市
場
で
は
新
参
者
の
当
社
で

す
。
一
つ
一
つ
が
大
型
案
件
と
な
る
プ
ラ
ン
ト
の
設

置
成
約
に
は
、
な
か
な
か
た
ど
り
着
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
ま
ず
は
知
名
度
を
上
げ
て
い
こ
う
と
、
地
道

な
営
業
回
り
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
機
械
修
理
な
ど
、
ど

ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
積
極
的
に
請
け
負
い
、
当
社

の
存
在
感
を
広
げ
て
い
こ
う
と
努
め
ま
し
た
。
こ
う

し
て
5
年
。
だ
ん
だ
ん
と
問
い
合
わ
せ
や
見
積
も
り

な
ど
の
依
頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
、
手
応
え
を

つ
か
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
の
一
番
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
プ
ラ
ン

ト
設
置
に
際
し
て
の
技
術
提
案
力
で
す
。
顧
客
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
つ
か
み
、
ま
ず
は
こ
れ
を
的
確

に
図
面
に
落
と
す
。
次
に
具
体
的
に
形
に
し
、
設
備

導
入
後
、
現
場
で
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
も

明
ら
か
に
す
る
。
品
質
も
日
本
水
準
と
同
等
の
も
の

を
維
持
・
保
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
一
連
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
品
質
管
理
を
顧

客
に
分
か
り
や
す
く
目
に
見
え
る
形
で
提
案
す
る
こ

と
の
で
き
る
チ
カ
ラ
。
そ
れ
が
当
社
の
自
慢
で
も
あ

り
、
自
信
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

所
得
が
向
上
し
、
豊
か
に
な
っ
て
い
く
タ
イ
の
市

場
。
見
渡
せ
ば
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
プ
ラ
ン
ト
で

生
産
さ
れ
た
化
学
製
品
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
。
生
活

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
省
エ
ネ
や
自
動
化
に
向
け
る
視

線
も
同
様
で
す
。
熱
処
理
を
ど
う
す
る
か
。
効
率
を

ど
う
求
め
る
か
。
こ
う
い
っ
た
関
心
事
に
も
、
蒸
留

か
ら
始
ま
っ
た
当
社
の
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
時
期
ほ
ど
の
日
系
企
業
の
タ
イ
進
出
は

ピ
ー
ク
を
越
え
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
に
は
ま
だ
ま

だ
将
来
性
が
あ
り
、
可
能
性
が
あ
る
と
私
た
ち
は
見

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
当
社
が
こ
の
ほ
ど
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
の
が
洗
浄
液
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
す
。
プ
ラ

ン
ト
か
ら
排
出
さ
れ
る
洗
浄
液
で
す
が
、
タ
イ
で
は

ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当

社
は
日
本
で
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
の
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
な
ら
ば
自
分
た
ち
で
と
、
工
場
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に
出
会
っ
た
の
が
へ
マ

ラ
ー
ト
社
で
し
た
。

　

豊
富
な
工
業
団
地
群
と
工
場
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

高
速
道
路
や
港
湾
施
設
に
も
近
く
、
交
通
は
至
便
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ

り
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。
そ
し
て
何
よ
り
も
安
心
な
の

が
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
で
す
。
当
社
の
顧
客
の
中
に

も
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
物
件
に
入
居
さ
れ
る
企
業
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
に
あ

る
レ
ン
タ
ル
工
場
は
2
0
1
8
年
に
操
業
予
定
で

す
。

　

当
社
で
は
2
0
1
2
年
の
タ
イ
法
人
開
設
に
合
わ

せ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も
現
地
法
人
を
置
き
ま
し
た
。

ア
セ
ア
ン
の
ハ
ブ
で
あ
る
タ
イ
を
日
本
の
本
社
に
次

ぐ
第
2
の
営
業
・
技
術
拠
点
に
、
ベ
ト
ナ
ム
を
第
2

の
製
造
拠
点
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
考
え
で
す
。
拠
点
ご
と
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
養
成
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
周
辺
国
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
産
業

全
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
」
を
定
義

す
る
た
め
の
時
は
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

現
在
、
重
要
な
こ
と
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
4
.
0
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
次
の
方
策
に
集
中
す
る
こ
と
で

す
。

　

な
ぜ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
が
必

要
な
の
か
？
こ
の
疑
問
は
、
土
地
価
格
、

建
設
コ
ス
ト
や
労
賃
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
か
っ
た
頃
に
は
、
繰
り
返
し
生
じ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
現
在
、

状
況
は
一
変
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

今
、
抱
え
て
い
る
課
題
は
「
物
流
コ
ス

ト
を
下
げ
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
代
的
な
技
術
が
役
に
立
つ
こ
と
は

確
か
で
、
時
に
は
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を

半
減
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
の
要
求

に
応
え
る
た
め
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
新
技

術
で
単
純
に
人
間
を
置
き
換
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の
分
野
で

の
多
年
に
わ
た
る
経
験
か
ら
、
考
慮
す

べ
き
3
つ
の
重
要
な
要
因
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

第
一
の
要
因
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
で
す
。
海
上
運
輸
以
外
で
最
も
コ

ス
ト
効
率
の
高
い
輸
送
手
段
の
1
つ
は

鉄
道
で
す
。
し
か
し
、
我
が
国
の
鉄
道

体
系
は
物
流
事
業
を
支
え
る
の
に
十
分

な
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
自
動

車
と
ト
ラ
ッ
ク
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
れ
が
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
タ
イ
政
府
は
完
全
に
統
合
さ

れ
た
物
流
を
支
え
る
空
路
、
海
路
、
陸

路
（
鉄
道
や
道
路
）
な
ど
の
様
々
な
輸

送
手
段
を
改
善
す
る
た
め
に
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
費
や
さ
れ
る
巨
額
の
投
資

が
本
当
に
相
応
の
価
値
が
あ
る
も
の
な

の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
業
界
に
関
わ
り
始
め
た

頃
、
物
流
コ
ス
ト
は
18
％
程
度
で
し
た
。

そ
れ
が
現
在
で
は
約
14
％
に
低
下
し
ま

し
た
。
運
輸
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
ど
お
り
に
完
成

す
れ
ば
、
物
流
コ
ス
ト
を
1
2
％
に
下

げ
る
と
い
う
政
府
の
目
標
は
5
年
以
内

に
実
現
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
理

想
的
に
は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
タ
イ

の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、
物
流
コ

ス
ト
を
一
桁
台
に
抑
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
で
2
番
目

に
重
要
な
要
因
は
、人
工
知
能
（
A
I
）、

ロ
ボ
ッ
ト
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
は
な
く
、
人
的
資
源
で
す
。

　

政
府
が
推
進
す
る
10
種
類
の
ス
ー

パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
を
成
立
さ
せ
て
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
対
象
産
業
分
野

の
非
常
に
専
門
的
な
技
能
を
備
え
た
労

働
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
物
流

技
能
を
備
え
た
人
材
は
あ
ら
ゆ
る
産
業

に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
専
門
的

な
技
術
者
と
同
様
に
必
要
で
す
。

　

先
日
、
一
流
大
学
の
講
師
か
ら
、
開

講
予
定
の
物
流
に
関
す
る
コ
ー
ス
の
準

備
方
法
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
、
様
々
な
分
野
の
物
流
企

業
家
が
様
々
に
異
な
る
技
能
や
知
識
を

備
え
た
ス
タ
ッ
フ
を
求
め
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
で
は
一
般
消
費
者
、
温

度
管
理
、
電
子
商
取
引
と
い
っ
た
ト

ピ
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て
て
は
ど
う
か
と

提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
野
に
関

す
る
討
議
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
基

礎
的
な
概
念
は
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
に

簡
単
に
応
用
で
き
ま
す
。

 　

何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
コ
ー
ス

が
学
生
に
批
判
的
思
考
を
奨
励
し
、
実

際
の
業
務
に
知
識
を
応
用
す
る
方
法
を

教
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
人
的
資
源
を

開
発
し
、
労
働
力
が
必
ず
適
格
で
あ
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
近

の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
最
低
賃
金
の
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
そ
の

内
容
に
驚
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
焦

点
を
絞
る
べ
き
こ
と
は
、
1
0
種
類
の

ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
現
す
る
方
法
で
す
。
労
働
者
の

継
続
的
な
自
己
啓
発
を
奨
励
す
れ
ば
、

1
日
当
た
り
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
顧
客
の
1
社
で
航
空
宇
宙
産
業

に
属
し
て
い
る
会
社
が
、
職
業
教
育
を

修
了
し
た
人
を
雇
用
し
ま
し
た
。
信
じ

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

人
の
月
給
は
、
ほ
ん
の
数
年
間
で
8
万

バ
ー
ツ
に
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

適
切
な
技
能
と
能
力
が
伴
え
ば
、
高
い

給
与
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
の
要
因
は
企
業
家
精
神
で
す
。

私
は
海
外
か
ら
の
起
業
家
に
つ
い
て
は

心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
す
で
に

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
私
が
こ
こ
で
述
べ
た
い
の

は
、
タ
イ
の
企
業
家
、
特
に
4
・
0
時

代
に
移
行
す
る
に
は
多
額
の
投
資
を
行

い
、
企
業
家
自
身
が
大
量
の
仕
事
を
こ

な
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
、
小
規
模

ビ
ジ
ネ
ス
を
営
む
企
業
家
で
す
。
海
外

の
企
業
家
が
事
業
を
始
め
る
の
に
、
多

額
の
資
金
は
必
要
と
し
な
い
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？
そ
の
理
由
は
、
彼
ら
が

潜
在
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
出

し
、
協
力
し
合
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
軌
道

に
乗
せ
よ
う
と
努
力
す
る
か
ら
で
す
。

　

ア
リ
バ
バ
が
そ
の
良
い
例
で
す
。
ア

リ
バ
バ
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー
は
小
規
模
な
事
業
者

が
製
品
を
販
売
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ

ス
ト
は
従
業
員
の
賃
金
だ
け
で
し
た
。

現
在
ま
で
、
ア
リ
バ
バ
は
自
社
で
商
品

在
庫
を
保
有
せ
ず
、
数
十
万
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
製
品
を
提
供
さ
せ
て
い
ま

す
。
同
社
に
は
、
倉
庫
や
物
流
シ
ス
テ

ム
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
、

ア
リ
バ
バ
は
す
べ
て
の
物
流
プ
ロ
セ
ス

を
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
企
業
に
外
注
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
ぜ

ひ
お
話
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
変
化
を
恐
れ
る
な
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、

変
化
に
対
処
す
る
方
法
を
学
ん
で
く
だ

さ
い
。
新
た
な
技
術
が
実
用
化
さ
れ
る

と
、
生
活
が
容
易
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
生
産
性
が
高
ま
り
ま
す
。
大
切
な
こ

と
は
、
そ
の
新
し
い
技
術
を
十
分
に
生

か
す
こ
と
で
す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン

取
締
役
会
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

ベ
ト
ナ
ム
：
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 
〜
ゲ
ア
ン
の
起
工
式
〜

ベ
ト
ナ
ム
、
ゲ
ア
ン
省
で
の
投
資
家
と
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4・0
時
代
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

準
備
態
勢
の
構
築

屋上太陽光発電

　

屋
上
太
陽
光
発
電
に
よ
り
得
ら
れ

る
電
力
は
、
タ
イ
を
含
む
多
く
の
国
々

に
お
い
て
電
力
網
か
ら
の
電
力
よ
り

安
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
な
推

進
力
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

ソ
ー
ラ
ー
P
V
パ
ネ
ル
と
イ
ン
バ
ー

タ
ー
の
世
界
的
な
需
要
が
急
激
に
拡

大
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
大
量
生
産

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
価
格
の

大
幅
な
下
落
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、
主
に

使
用
者
で
す
。
通
常
、
工
場
は
日
中

の
電
力
消
費
量
が
多
く
、
広
い
屋
根

や
屋
上
を
有
し
て
い
ま
す
。
概
し
て

電
気
代
が
高
額
な
日
中
は
、
電
力
網

か
ら
の
電
力
の
50
％
以
上
を
屋
上
太

陽
光
発
電
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
こ
と

が
可
能
で
す
。
こ
れ
は
、
通
常
は
利

用
さ
れ
な
い
屋
根
の
ス
ペ
ー
ス
を
収

益
化
す
る
理
想
的
な
方
法
で
す
。
ま

た
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
日
中
の
屋

根
の
温
度
を
効
果
的
に
下
げ
て
空
調

の
必
要
性
を
低
下
さ
せ
、
電
気
代
の

さ
ら
な
る
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
の
種
類
の
発
電
設
備
と
は
異
な

り
、
太
陽
光
発
電
は
設
置
が
容
易
で

短
時
間
で
完
了
し
ま
す
。
実
際
の
設

置
作
業
は
6
〜
8
週
間
で
完
了
し
ま
す

（
た
だ
し
、
許
認
可
の
取
得
と
資
材
の

調
達
に
は
こ
れ
よ
り
長
い
期
間
が
必
要

で
す
）。
工
場
の
既
存
の
負
荷
や
電
気

体
系
の
調
整
は
不
要
で
す
。
電
力
網
と

連
結
さ
れ
た
屋
上
太
陽
光
発
電
の
場

合
、
発
電
さ
れ
た
電
力
は
電
力
網
か
ら

の
電
力
と
統
合
さ
れ
て
工
場
の
負
荷
要

件
を
満
た
す
た
め
、
信
頼
性
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
く
、
バ
ッ
テ
リ
ー
へ

の
蓄
電
も
不
要
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
発
電
プ
ロ

セ
ス
に
燃
焼
や
可
動
部
品
が
な
い
た

め
、
概
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
が

あ
ま
り
か
か
ら
ず
、
耐
久
性
も
高
い
の

が
特
長
で
す（
現
在
、ほ
と
ん
ど
の
ソ
ー

ラ
ー
P
V
メ
ー
カ
ー
は
25
年
間
の
製
品

寿
命
を
保
証
）。
た
だ
し
、
シ
ス
テ
ム

の
性
能
と
寿
命
を
維
持
す
る
に
は
、
定

期
的
な
パ
ネ
ル
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
綿

密
な
シ
ス
テ
ム
点
検
が
必
要
で
す
。

〔
W
H
A
U
P
ソ
ー
ラ
ー
：
屋
上
太
陽

光
発
電
の
導
入
に
関
す
る
無
料
相
談
は 

0
6
1
-
3
9
4
-
2
1
1
1 

ま
た

s
o
l
a
r
r
o
o
f
@
w
h
a
-
u

p
.
c
o
m 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
〕

タイ工業部門における大きな新潮流タイ工業部門における大きな新潮流

　

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

ゾ
ー
ン
1
の
起
工
式
が
2
0
1
8
年
3
月
10
日

に
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
省
ギ
ー
ト
ゥ
ア
ン
共
同

体
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
式
典
に
は

ベ
ト
ナ
ム
の
ヴ
ォ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
エ

（
V
u
o
n
g 

D
i
n
h 

H
u
e
）
副
首
相
閣

下
と
在
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
大
使
館
の
マ
ノ
ッ
プ

チ
ャ
イ
・
ウ
ォ
ン
パ
ク
デ
ィ
大
使
閣
下
が
臨
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
取
締

役
会
副
会
長
兼
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
工
業
・
海
外

担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
を
務
め
る

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
に
よ
る
と
、
今
後
数

十
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
る
拡
張
事
業
の
総

面
積
は
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
同
氏
は
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー

や
経
営
陣
と
共
に
ゲ
ア
ン
省
を
訪
れ
、
2
0
0

名
の
来
賓
が
参
加
し
た
起
工
式
を
主
催
し
ま
し

た
。

　

ナ
ー
ド
ン
氏
は
式
典
で
の
挨
拶
の
中
で
、
製

造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
を
1
か
所
に
ま
と
め
、
経

済
的
、
社
会
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
地
域
社
会
や
環

境
に
幅
広
く
も
た
ら
す
、
こ
の
称
賛
に
値
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
ゲ

ア
ン
省
政
府
、
ド
ン
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
関
係
者

と
ギ
ー
ロ
ン
お
よ
び
ギ
ー
ト
ゥ
ア
ン
共
同
体
の

関
係
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
面
積
を
占
め
、

初
期
投
資
額
が
1
億
米
ド
ル
に
及
ぶ
フ
ェ
ー
ズ

1
の
工
業
用
地
は
、
今
年
の
第
4
四
半
期
ま
で
に

電
力
、
最
新
の
通
信
設
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
完

全
に
利
用
可
能
と
な
り
、
早
期
に
契
約
を
結
ん
だ

顧
客
に
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
品
質
が

高
く
、
優
れ
た
設
計
が
施
さ
れ
た
面
積
5
0
0
〜

1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
賃
貸
用
工
場
も
建
設
さ

れ
、
投
資
家
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
起
工
式
は
ま
さ
に
、
こ
の
画
期
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
過
去
2
年

間
、
休
む
こ
と
な
く
働
い
た
す
べ
て
の
関
係
者
に
、

仕
事
へ
の
大
き
な
誇
り
と
深
い
達
成
感
を
も
た
ら

す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
2
0
1
8
年

の
旧
正
月
を
ベ
ト
ナ
ム
で
迎
え
た
こ
と
は
、
非

常
に
幸
先
の
良
い
出
来
事
で
し
た
。
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
取
締
役
会
副
会

長
兼
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
工
業
・
国
際
担
当
グ

ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
を
務
め
る
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
、
第
10
回
投
資
家
と
の
交

流
年
次
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
ゲ
ア
ン
省

ヴ
ィ
ン
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
は

ベ
ト
ナ
ム
の
ヴ
ォ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
エ

（
V
u
o
n
g 

D
i
n
h 

H
u
e
）
副
首
相

閣
下
も
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。
多
数
の
国
内
企
業

と
海
外
企
業
を
引
き
付
け
る
こ
の
年
次
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
投
資
機
会
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
経
済
開
発
の
た
め
の
政
府
の

取
り
組
み
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
会
議
に
お
い
て
、
W
H
A
ヘ
マ

ラ
ー
ト
社
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
よ
り
投
資
登
録
証

明
書
（
I
R
C
）
を
正
式
に
受
領
し
、
同
国
に

投
資
す
る
た
め
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
2
0
1
6
年
に
開
催
さ
れ
た
同
じ
投
資

家
会
議
に
お
い
て
ゲ
ア
ン
省
お
よ
び
そ
の
投
資

機
会
を
発
見
し
た
タ
イ
の
大
手
工
業
団
地
開
発

会
社
に
と
っ
て
、
重
要
な
一
里
塚
と
言
え
る
も

の
で
す
。
2
0
1
6
年
の
会
議
か
ら
2
年
も
経

過
し
な
い
う
ち
に
、
1
億
米
ド
ル
の
初
期
投
資

が
行
わ
れ
る
ゲ
ア
ン
省
の
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー

ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
の
起
工
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今

後
数
十
年
に
わ
た
り
開
発
が
行
わ
れ
、
総
面
積

は
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、
電
力
、
水
道
お
よ
び
そ
の
他
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
を
提
供

す
る
W
H
A
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
で
あ
る
W
H
A

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー

（
W
H
A
U
P
）
社
も
、
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

-
ゲ
ア
ン
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
I
R
C
を

ベ
ト
ナ
ム
政
府
よ
り
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ナ
ー
ド
ン
氏
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

W
H
A
の
初
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ

に
際
し
て
寄
せ
ら
れ
た
多
大
な
協
力
と
支
援
に

つ
い
て
、
ゲ
ア
ン
省
政
府
お
よ
び
そ
の
他
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
の

発
展
、
堅
固
な
経
済
の
開
発
、
製
造
拠
点
の
強

化
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
と
そ
の
周
辺
の
主
要
市
場

へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
位
置
付
け
に
参

加
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
W
H
A

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

- 

ゲ
ア
ン
は
、
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
経
済
開

発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
弊
社
が
貢
献
す
る
た

め
の
第
一
歩
で
す
。私
た
ち
は
、双
方
に
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
成
功
を
、
力
を
合
わ
せ
て
継
続

的
に
実
現
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。」

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
8
年
1
月
17

日 

ー
タ
イ
に
お
け
る
完
全
に
統
合
さ

れ
た
物
流
・
工
業
施
設
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
あ
る
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
は
、
タ
イ
随
一

の
小
売
企
業
で
あ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
・

グ
ル
ー
プ
と
、
中
国
最
大
の
電
子
商

取
引
企
業
の
1
つ
で
あ
る

J
D
.
c
o
m
の
合
弁
会
社
で
、
タ

イ
の
電
子
商
取
引
大
手
の
セ
ン
ト
ラ

ル
J
D
コ
マ
ー
ス
株
式
会
社
と
の
間

で
倉
庫
の
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
契
約
は
、
バ
ン
ナ
ー
・
ト
ラ
ッ

ド
通
り
K
m 

19
に
あ
る
W
H
A
メ
ガ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
・
チ
ョ

ン
ラ
ハ
ム
ピ
チ
ッ
ト
の
倉
庫
（
総
床

面
積
6,
8
4
8
㎡
）
を
対
象
と
す
る

も
の
で
、
拡
張
可
能
契
約
で
す
。
同

セ
ン
タ
ー
は
バ
ン
ナ
ー
・
ト
ラ
ッ
ド

通
り
、
テ
パ
ラ
ッ
ク
通
り
、
ス
ク
ム

ビ
ッ
ト
通
り
（
旧
道
）
の
3
つ
の
通

り
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
リ
ー

ス
さ
れ
る
施
設
は
バ
ン
コ
ク
中
心
部

だ
け
で
な
く
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
国
際

空
港
に
近
い
と
い
う
電
子
商
取
引
と

小
売
業
に
と
っ
て
戦
略
的
か
つ
便
利

な
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
す
で
に
こ
の
地
域

に
位
置
し
て
い
る
セ
ン
ト
ラ
ル
・
グ

ル
ー
プ
の
他
の
3
つ
の
事
業
部
門
、

す
な
わ
ち
セ
ン
ト
ラ
ル
・
デ
パ
ー
ト
、

セ
ン
ト
ラ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
グ
ル
ー

プ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
・
オ

ン
ラ
イ
ン
に
加
え
て
設
け
ら
れ
る
た

め
、
セ
ン
ト
ラ
ル
J
D
コ
マ
ー
ス
社

は
資
源
を
共
有
し
て
運
営
効
率
を
高

め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
リ
ー

ス
さ
れ
る
倉
庫
は
、
電
子
商
取
引
の

運
営
に
非
常
に
適
し
た
広
い
荷
役
エ

リ
ア
を
備
え
て
お
り
、
電
子
機
器
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
か
ら
乾
燥
食
品

ま
で
多
種
多
様
な
商
品
と
製
品
に
利

用
さ
れ
ま
す
。 

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン

サ
ク
ン
・
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任

者
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
セ
ン
ト
ラ
ル
J
D
コ
マ
ー
ス
社
を

W
H
A
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
に
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
非

常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
タ
イ
の
大

手
小
売
グ
ル
ー
プ
と
中
国
最
大
の
電

子
商
取
引
会
社
に
よ
る
こ
の
合
弁
会

社
は
、「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
政
策

に
即
し
て
、
タ
イ
に
お
け
る
電
子
商

取
引
と
e
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
技

術
と
運
営
の
発
展
を
促
進
さ
せ
る
態

勢
が
整
っ
て
い
ま
す
。
W
H
A
は
こ

の
合
弁
事
業
を
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。」

　

セ
ン
ト
ラ
ル
J
D
コ
マ
ー
ス
・
タ

イ
ラ
ン
ド
社
の
ビ
ン
セ
ン
ト
・
ヤ
ン

C
E
O
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま

す
。「
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

の
間
で
締
結
さ
れ
た
こ
の
リ
ー
ス
契

約
は
、
タ
イ
に
お
け
る
弊
社
の
電
子

商
取
引
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

重
要
な
一
歩
と
な
る
も
の
で
す
。
便

利
な
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
新
し
い

倉
庫
を
持
ち
、
ア
セ
ア
ン
に
お
け
る

電
子
商
取
引
の
ハ
ブ
と
し
て
タ
イ
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
弊
社
は
国

内
及
び
地
域
の
両
方
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
事
業
を
拡
大
で
き
ま

す
。」

　

タ
イ
に
お
い
て
、
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
注
文
建
築
様
式
の
工

場
（
B
T
S
）
や
複
数
の
テ
ナ
ン
ト

が
入
居
す
る
倉
庫
フ
ァ
ー
ム
な
ど
、

約
2
2
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

様
々
な
物
流
施
設
を
管
理
・
運
営
し

て
い
ま
す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後

3
〜
4
年
以
内
に
施
設
面
積
を

3
0
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
拡

大
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

セントラル JDコマース社が電子商取引向けに
WHAコーポレーションの倉庫を選択 

タイとアセアンで電子商取引事業の拡大を目指す

セントラル JDコマース社が電子商取引向けに
WHAコーポレーションの倉庫を選択 

タイとアセアンで電子商取引事業の拡大を目指す
セントラル・グループと、中国最大の電子商取引企業の 1 つである JD.com との
合弁会社が WHAメガ・ロジスティクスセンターで床面積 6,848 ㎡の倉庫をリース
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NIKKAKI (THAILAND) CO.,LTD.
各種化学プラントの提案・設計・施工・保守

ヘマラートで更なる飛躍を目指す企業

創業80年のプラントエンジニアリング企業
高い技術提案力で日本品質を保証

　

化
学
蒸
留
メ
ー
カ
ー
大
手
の
日
本
化
学
機
械
製
造

株
式
会
社
は
1
9
2
8
年
、
大
阪
で
産
声
を
上
げ
ま

し
た
。
当
初
は
、
焼
酎
メ
ー
カ
ー
向
け
に
蒸
留
機
の

製
造
販
売
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
当
該
技
術
が
幅

広
い
分
野
で
活
用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、

化
学
プ
ラ
ン
ト
全
般
に
わ
た
っ
て
事
業
展
開
を
し
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
80
年
。
今
で

は
、
日
本
の
名
だ
た
る
企
業
が
製
造
す
る
化
成
品
、

塗
料
、
樹
脂
、
食
品
、
薬
品
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
製
品

分
野
に
当
社
の
技
術
が
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

タ
イ
進
出
は
、
日
本
で
の
取
引
先
メ
ー
カ
ー
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
「
日
本
と
同
水
準
の
設
備
で
タ
イ
で
も

生
産
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
い
う
一
件
の
相
談
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
当
社
と
し
て
も
海
外
展
開
は
初

め
て
の
体
験
。
そ
こ
で
可
能
性
を
探
る
た
め
現
地
の

市
場
調
査
に
乗
り
出
し
た
と
こ
ろ
、
タ
イ
国
内
に
は

日
系
・
外
資
・
ロ
ー
カ
ル
も
含
め
蒸
留
プ
ラ
ン
ト
の

分
野
で
提
案
力
の
あ
る
企
業
が
少
な
い
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
機
械
類
の
ほ
と
ん
ど
が
現
地
調

達
可
能
で
、
コ
ア
な
部
品
等
に
つ
い
て
は
日
本
か
ら

輸
入
が
で
き
る
こ
と
も
判
明
。
千
載
一
遇
の
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
と
判
断
し
、
現
地
法
人
を
設
立
し
ま
し

た
。
今
か
ら
約
6
年
前
、
2
0
1
2
年
11
月
の
こ
と

で
す
。

　

と
は
い
え
、
タ
イ
市
場
で
は
新
参
者
の
当
社
で

す
。
一
つ
一
つ
が
大
型
案
件
と
な
る
プ
ラ
ン
ト
の
設

置
成
約
に
は
、
な
か
な
か
た
ど
り
着
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
ま
ず
は
知
名
度
を
上
げ
て
い
こ
う
と
、
地
道

な
営
業
回
り
か
ら
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
ト
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
機
械
修
理
な
ど
、
ど

ん
な
小
さ
な
仕
事
で
も
積
極
的
に
請
け
負
い
、
当
社

の
存
在
感
を
広
げ
て
い
こ
う
と
努
め
ま
し
た
。
こ
う

し
て
5
年
。
だ
ん
だ
ん
と
問
い
合
わ
せ
や
見
積
も
り

な
ど
の
依
頼
が
舞
い
込
む
よ
う
に
な
り
、
手
応
え
を

つ
か
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
の
一
番
の
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
は
、
プ
ラ
ン

ト
設
置
に
際
し
て
の
技
術
提
案
力
で
す
。
顧
客
企
業

の
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
つ
か
み
、
ま
ず
は
こ
れ
を
的
確

に
図
面
に
落
と
す
。
次
に
具
体
的
に
形
に
し
、
設
備

導
入
後
、
現
場
で
ど
の
よ
う
に
管
理
し
て
い
く
か
も

明
ら
か
に
す
る
。
品
質
も
日
本
水
準
と
同
等
の
も
の

を
維
持
・
保
証
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
一
連
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
品
質
管
理
を
顧

客
に
分
か
り
や
す
く
目
に
見
え
る
形
で
提
案
す
る
こ

と
の
で
き
る
チ
カ
ラ
。
そ
れ
が
当
社
の
自
慢
で
も
あ

り
、
自
信
で
も
あ
る
の
で
す
。

　

所
得
が
向
上
し
、
豊
か
に
な
っ
て
い
く
タ
イ
の
市

場
。
見
渡
せ
ば
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
プ
ラ
ン
ト
で

生
産
さ
れ
た
化
学
製
品
が
あ
ふ
れ
ん
ば
か
り
。
生
活

に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
省
エ
ネ
や
自
動
化
に
向
け
る
視

線
も
同
様
で
す
。
熱
処
理
を
ど
う
す
る
か
。
効
率
を

ど
う
求
め
る
か
。
こ
う
い
っ
た
関
心
事
に
も
、
蒸
留

か
ら
始
ま
っ
た
当
社
の
技
術
を
応
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
時
期
ほ
ど
の
日
系
企
業
の
タ
イ
進
出
は

ピ
ー
ク
を
越
え
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
に
は
ま
だ
ま

だ
将
来
性
が
あ
り
、
可
能
性
が
あ
る
と
私
た
ち
は
見

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
当
社
が
こ
の
ほ
ど
ス
タ
ー
ト
さ

せ
る
の
が
洗
浄
液
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
で
す
。
プ
ラ

ン
ト
か
ら
排
出
さ
れ
る
洗
浄
液
で
す
が
、
タ
イ
で
は

ほ
と
ん
ど
が
廃
棄
の
対
象
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
当

社
は
日
本
で
リ
サ
イ
ク
ル
設
備
の
販
売
を
行
っ
て
お

り
、
な
ら
ば
自
分
た
ち
で
と
、
工
場
を
設
置
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
に
出
会
っ
た
の
が
へ
マ

ラ
ー
ト
社
で
し
た
。

　

豊
富
な
工
業
団
地
群
と
工
場
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
。

高
速
道
路
や
港
湾
施
設
に
も
近
く
、
交
通
は
至
便
。

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
は
い
つ
も
親
身
に
な
っ
て
く
だ
さ

り
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。
そ
し
て
何
よ
り
も
安
心
な
の

が
、
そ
の
ブ
ラ
ン
ド
力
で
す
。
当
社
の
顧
客
の
中
に

も
ヘ
マ
ラ
ー
ト
社
の
物
件
に
入
居
さ
れ
る
企
業
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
安
心
し
て
任
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
イ
ー
ス
タ
ン
シ
ー
ボ
ー
ド
工
業
団
地
に
あ

る
レ
ン
タ
ル
工
場
は
2
0
1
8
年
に
操
業
予
定
で

す
。

　

当
社
で
は
2
0
1
2
年
の
タ
イ
法
人
開
設
に
合
わ

せ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
に
も
現
地
法
人
を
置
き
ま
し
た
。

ア
セ
ア
ン
の
ハ
ブ
で
あ
る
タ
イ
を
日
本
の
本
社
に
次

ぐ
第
2
の
営
業
・
技
術
拠
点
に
、
ベ
ト
ナ
ム
を
第
2

の
製
造
拠
点
と
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
考
え
で
す
。
拠
点
ご
と
の
エ
ン
ジ
ニ
ア

の
養
成
も
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
ミ
ャ
ン
マ
ー

な
ど
周
辺
国
の
動
向
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
産
業

全
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

「
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
」
を
定
義

す
る
た
め
の
時
は
過
ぎ
去
り
ま
し
た
。

現
在
、
重
要
な
こ
と
は
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
4
.
0
の
時
代
を
迎
え
る
に
あ

た
っ
て
次
の
方
策
に
集
中
す
る
こ
と
で

す
。

　

な
ぜ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
が
必

要
な
の
か
？
こ
の
疑
問
は
、
土
地
価
格
、

建
設
コ
ス
ト
や
労
賃
が
そ
れ
ほ
ど
高
く

な
か
っ
た
頃
に
は
、
繰
り
返
し
生
じ
て

い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
現
在
、

状
況
は
一
変
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が

今
、
抱
え
て
い
る
課
題
は
「
物
流
コ
ス

ト
を
下
げ
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
は
何

か
？
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
代
的
な
技
術
が
役
に
立
つ
こ
と
は

確
か
で
、
時
に
は
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
を

半
減
さ
せ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
の
要
求

に
応
え
る
た
め
に
、
ロ
ボ
ッ
ト
や
新
技

術
で
単
純
に
人
間
を
置
き
換
え
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の
分
野
で

の
多
年
に
わ
た
る
経
験
か
ら
、
考
慮
す

べ
き
3
つ
の
重
要
な
要
因
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

第
一
の
要
因
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
で
す
。
海
上
運
輸
以
外
で
最
も
コ

ス
ト
効
率
の
高
い
輸
送
手
段
の
1
つ
は

鉄
道
で
す
。
し
か
し
、
我
が
国
の
鉄
道

体
系
は
物
流
事
業
を
支
え
る
の
に
十
分

な
ほ
ど
発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
自
動

車
と
ト
ラ
ッ
ク
に
依
存
せ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
れ
が
コ
ス
ト
高
に
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

　

現
在
、
タ
イ
政
府
は
完
全
に
統
合
さ

れ
た
物
流
を
支
え
る
空
路
、
海
路
、
陸

路
（
鉄
道
や
道
路
）
な
ど
の
様
々
な
輸

送
手
段
を
改
善
す
る
た
め
に
大
型
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
投
資
を
行
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
人
々
は
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
費
や
さ
れ
る
巨
額
の
投
資

が
本
当
に
相
応
の
価
値
が
あ
る
も
の
な

の
か
疑
問
に
感
じ
て
い
ま
す
。

　

私
が
こ
の
業
界
に
関
わ
り
始
め
た

頃
、
物
流
コ
ス
ト
は
18
％
程
度
で
し
た
。

そ
れ
が
現
在
で
は
約
14
％
に
低
下
し
ま

し
た
。
運
輸
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
計
画
ど
お
り
に
完
成

す
れ
ば
、
物
流
コ
ス
ト
を
1
2
％
に
下

げ
る
と
い
う
政
府
の
目
標
は
5
年
以
内

に
実
現
可
能
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
理

想
的
に
は
、
国
際
的
な
レ
ベ
ル
で
タ
イ

の
競
争
力
を
高
め
る
た
め
に
、
物
流
コ

ス
ト
を
一
桁
台
に
抑
え
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4
・
0
で
2
番
目

に
重
要
な
要
因
は
、人
工
知
能
（
A
I
）、

ロ
ボ
ッ
ト
、
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
な
ど
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

で
は
な
く
、
人
的
資
源
で
す
。

　

政
府
が
推
進
す
る
10
種
類
の
ス
ー

パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
を
成
立
さ
せ
て
軌
道

に
乗
せ
る
た
め
に
は
、
対
象
産
業
分
野

の
非
常
に
専
門
的
な
技
能
を
備
え
た
労

働
力
を
必
要
と
し
ま
す
。
ま
た
、
物
流

技
能
を
備
え
た
人
材
は
あ
ら
ゆ
る
産
業

に
必
要
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
専
門
的

な
技
術
者
と
同
様
に
必
要
で
す
。

　

先
日
、
一
流
大
学
の
講
師
か
ら
、
開

講
予
定
の
物
流
に
関
す
る
コ
ー
ス
の
準

備
方
法
に
つ
い
て
助
言
を
求
め
ら
れ
ま

し
た
。
私
は
、
様
々
な
分
野
の
物
流
企

業
家
が
様
々
に
異
な
る
技
能
や
知
識
を

備
え
た
ス
タ
ッ
フ
を
求
め
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
大
学
で
は
一
般
消
費
者
、
温

度
管
理
、
電
子
商
取
引
と
い
っ
た
ト

ピ
ッ
ク
に
焦
点
を
当
て
て
は
ど
う
か
と

提
案
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
分
野
に
関

す
る
討
議
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
基

礎
的
な
概
念
は
、
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス
に

簡
単
に
応
用
で
き
ま
す
。

 　

何
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
コ
ー
ス

が
学
生
に
批
判
的
思
考
を
奨
励
し
、
実

際
の
業
務
に
知
識
を
応
用
す
る
方
法
を

教
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

突
き
詰
め
て
言
え
ば
、
人
的
資
源
を

開
発
し
、
労
働
力
が
必
ず
適
格
で
あ
る

よ
う
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
近

の
ニ
ュ
ー
ス
で
は
最
低
賃
金
の
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
そ
の

内
容
に
驚
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
焦

点
を
絞
る
べ
き
こ
と
は
、
1
0
種
類
の

ス
ー
パ
ー
ク
ラ
ス
タ
ー
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
実
現
す
る
方
法
で
す
。
労
働
者
の

継
続
的
な
自
己
啓
発
を
奨
励
す
れ
ば
、

1
日
当
た
り
の
最
低
賃
金
に
つ
い
て
心

配
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
の
顧
客
の
1
社
で
航
空
宇
宙
産
業

に
属
し
て
い
る
会
社
が
、
職
業
教
育
を

修
了
し
た
人
を
雇
用
し
ま
し
た
。
信
じ

ら
れ
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
の

人
の
月
給
は
、
ほ
ん
の
数
年
間
で
8
万

バ
ー
ツ
に
上
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

適
切
な
技
能
と
能
力
が
伴
え
ば
、
高
い

給
与
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま

す
。

　

最
後
の
要
因
は
企
業
家
精
神
で
す
。

私
は
海
外
か
ら
の
起
業
家
に
つ
い
て
は

心
配
し
て
い
ま
せ
ん
。
彼
ら
は
す
で
に

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
よ
く
知
っ
て
い
る

か
ら
で
す
。
私
が
こ
こ
で
述
べ
た
い
の

は
、
タ
イ
の
企
業
家
、
特
に
4
・
0
時

代
に
移
行
す
る
に
は
多
額
の
投
資
を
行

い
、
企
業
家
自
身
が
大
量
の
仕
事
を
こ

な
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
、
小
規
模

ビ
ジ
ネ
ス
を
営
む
企
業
家
で
す
。
海
外

の
企
業
家
が
事
業
を
始
め
る
の
に
、
多

額
の
資
金
は
必
要
と
し
な
い
こ
と
を
ご

存
知
で
す
か
？
そ
の
理
由
は
、
彼
ら
が

潜
在
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
出

し
、
協
力
し
合
っ
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
軌
道

に
乗
せ
よ
う
と
努
力
す
る
か
ら
で
す
。

　

ア
リ
バ
バ
が
そ
の
良
い
例
で
す
。
ア

リ
バ
バ
に
つ
い
て
研
究
す
る
と
、

ジ
ャ
ッ
ク
・
マ
ー
は
小
規
模
な
事
業
者

が
製
品
を
販
売
す
る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
作
り
上
げ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。
ジ
ャ
ッ
ク
の
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ

ス
ト
は
従
業
員
の
賃
金
だ
け
で
し
た
。

現
在
ま
で
、
ア
リ
バ
バ
は
自
社
で
商
品

在
庫
を
保
有
せ
ず
、
数
十
万
の
サ
プ
ラ

イ
ヤ
ー
に
製
品
を
提
供
さ
せ
て
い
ま

す
。
同
社
に
は
、
倉
庫
や
物
流
シ
ス
テ

ム
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
代
わ
り
に
、

ア
リ
バ
バ
は
す
べ
て
の
物
流
プ
ロ
セ
ス

を
サ
ー
ド
パ
ー
テ
ィ
企
業
に
外
注
し
て

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
に
ぜ

ひ
お
話
し
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
「
変
化
を
恐
れ
る
な
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
恐
れ
る
の
で
は
な
く
、

変
化
に
対
処
す
る
方
法
を
学
ん
で
く
だ

さ
い
。
新
た
な
技
術
が
実
用
化
さ
れ
る

と
、
生
活
が
容
易
に
な
り
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
生
産
性
が
高
ま
り
ま
す
。
大
切
な
こ

と
は
、
そ
の
新
し
い
技
術
を
十
分
に
生

か
す
こ
と
で
す
。

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン
サ

ク
ン

取
締
役
会
会
長

兼
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任
者

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

ベ
ト
ナ
ム
：
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

〜
ゲ
ア
ン
の
起
工
式
〜

ベ
ト
ナ
ム
、
ゲ
ア
ン
省
で
の
投
資
家
と
の
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
4・0
時
代
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　 

準
備
態
勢
の
構
築

屋上太陽光発電

　

屋
上
太
陽
光
発
電
に
よ
り
得
ら
れ

る
電
力
は
、
タ
イ
を
含
む
多
く
の
国
々

に
お
い
て
電
力
網
か
ら
の
電
力
よ
り

安
価
に
な
っ
て
い
ま
す
。
主
要
な
推

進
力
は
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
で
す
。

ソ
ー
ラ
ー
P
V
パ
ネ
ル
と
イ
ン
バ
ー

タ
ー
の
世
界
的
な
需
要
が
急
激
に
拡

大
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
大
量
生
産

が
行
わ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
価
格
の

大
幅
な
下
落
が
生
じ
ま
し
た
。

　

そ
の
恩
恵
を
受
け
る
の
は
、
主
に

使
用
者
で
す
。
通
常
、
工
場
は
日
中

の
電
力
消
費
量
が
多
く
、
広
い
屋
根

や
屋
上
を
有
し
て
い
ま
す
。
概
し
て

電
気
代
が
高
額
な
日
中
は
、
電
力
網

か
ら
の
電
力
の
50
％
以
上
を
屋
上
太

陽
光
発
電
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
こ
と

が
可
能
で
す
。
こ
れ
は
、
通
常
は
利

用
さ
れ
な
い
屋
根
の
ス
ペ
ー
ス
を
収

益
化
す
る
理
想
的
な
方
法
で
す
。
ま

た
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
日
中
の
屋

根
の
温
度
を
効
果
的
に
下
げ
て
空
調

の
必
要
性
を
低
下
さ
せ
、
電
気
代
の

さ
ら
な
る
抑
制
に
つ
な
が
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

他
の
種
類
の
発
電
設
備
と
は
異
な

り
、
太
陽
光
発
電
は
設
置
が
容
易
で

短
時
間
で
完
了
し
ま
す
。
実
際
の
設

置
作
業
は
6
〜
8
週
間
で
完
了
し
ま
す

（
た
だ
し
、
許
認
可
の
取
得
と
資
材
の

調
達
に
は
こ
れ
よ
り
長
い
期
間
が
必
要

で
す
）。
工
場
の
既
存
の
負
荷
や
電
気

体
系
の
調
整
は
不
要
で
す
。
電
力
網
と

連
結
さ
れ
た
屋
上
太
陽
光
発
電
の
場

合
、
発
電
さ
れ
た
電
力
は
電
力
網
か
ら

の
電
力
と
統
合
さ
れ
て
工
場
の
負
荷
要

件
を
満
た
す
た
め
、
信
頼
性
に
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
が
な
く
、
バ
ッ
テ
リ
ー
へ

の
蓄
電
も
不
要
で
す
。

　

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
発
電
プ
ロ

セ
ス
に
燃
焼
や
可
動
部
品
が
な
い
た

め
、
概
し
て
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
手
間
が

あ
ま
り
か
か
ら
ず
、
耐
久
性
も
高
い
の

が
特
長
で
す（
現
在
、ほ
と
ん
ど
の
ソ
ー

ラ
ー
P
V
メ
ー
カ
ー
は
25
年
間
の
製
品

寿
命
を
保
証
）。
た
だ
し
、
シ
ス
テ
ム

の
性
能
と
寿
命
を
維
持
す
る
に
は
、
定

期
的
な
パ
ネ
ル
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
と
綿

密
な
シ
ス
テ
ム
点
検
が
必
要
で
す
。

〔
W
H
A
U
P
ソ
ー
ラ
ー
：
屋
上
太
陽

光
発
電
の
導
入
に
関
す
る
無
料
相
談
は 

0
6
1
-
3
9
4
-
2
1
1
1 

ま
た

s
o
l
a
r
r
o
o
f
@
w
h
a
-
u

p
.
c
o
m 

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
〕

タイ工業部門における大きな新潮流タイ工業部門における大きな新潮流

　

W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル

ゾ
ー
ン
1
の
起
工
式
が
2
0
1
8
年
3
月
10
日

に
ベ
ト
ナ
ム
の
ゲ
ア
ン
省
ギ
ー
ト
ゥ
ア
ン
共
同

体
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
式
典
に
は

ベ
ト
ナ
ム
の
ヴ
ォ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
エ

（
V
u
o
n
g 

D
i
n
h 

H
u
e
）
副
首
相
閣

下
と
在
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
大
使
館
の
マ
ノ
ッ
プ

チ
ャ
イ
・
ウ
ォ
ン
パ
ク
デ
ィ
大
使
閣
下
が
臨
席

さ
れ
ま
し
た
。

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
取
締

役
会
副
会
長
兼
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
工
業
・
海
外

担
当
グ
ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
を
務
め
る

デ
ビ
ッ
ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
に
よ
る
と
、
今
後
数

十
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
る
拡
張
事
業
の
総

面
積
は
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
同
氏
は
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー

や
経
営
陣
と
共
に
ゲ
ア
ン
省
を
訪
れ
、
2
0
0

名
の
来
賓
が
参
加
し
た
起
工
式
を
主
催
し
ま
し

た
。

　

ナ
ー
ド
ン
氏
は
式
典
で
の
挨
拶
の
中
で
、
製

造
業
と
サ
ー
ビ
ス
業
を
1
か
所
に
ま
と
め
、
経

済
的
、
社
会
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
地
域
社
会
や
環

境
に
幅
広
く
も
た
ら
す
、
こ
の
称
賛
に
値
す
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
ゲ

ア
ン
省
政
府
、
ド
ン
ナ
ム
経
済
ゾ
ー
ン
関
係
者

と
ギ
ー
ロ
ン
お
よ
び
ギ
ー
ト
ゥ
ア
ン
共
同
体
の

関
係
者
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

4
9
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
敷
地
面
積
を
占
め
、

初
期
投
資
額
が
1
億
米
ド
ル
に
及
ぶ
フ
ェ
ー
ズ

1
の
工
業
用
地
は
、
今
年
の
第
4
四
半
期
ま
で
に

電
力
、
最
新
の
通
信
設
備
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
が
完

全
に
利
用
可
能
と
な
り
、
早
期
に
契
約
を
結
ん
だ

顧
客
に
提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
品
質
が

高
く
、
優
れ
た
設
計
が
施
さ
れ
た
面
積
5
0
0
〜

1
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
賃
貸
用
工
場
も
建
設
さ

れ
、
投
資
家
に
提
供
さ
れ
ま
す
。

　

今
回
の
起
工
式
は
ま
さ
に
、
こ
の
画
期
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に
過
去
2
年

間
、
休
む
こ
と
な
く
働
い
た
す
べ
て
の
関
係
者
に
、

仕
事
へ
の
大
き
な
誇
り
と
深
い
達
成
感
を
も
た
ら

す
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

W
H
A
グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
、
2
0
1
8
年

の
旧
正
月
を
ベ
ト
ナ
ム
で
迎
え
た
こ
と
は
、
非

常
に
幸
先
の
良
い
出
来
事
で
し
た
。
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社
取
締
役
会
副
会

長
兼
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
ラ
ン
ド 

ア
ン
ド 

デ
ィ
ベ

ロ
ッ
プ
メ
ン
ト
株
式
会
社
工
業
・
国
際
担
当
グ

ル
ー
プ
・
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
を
務
め
る
デ
ビ
ッ

ド
・
ナ
ー
ド
ン
氏
は
、
第
10
回
投
資
家
と
の
交

流
年
次
会
議
に
出
席
す
る
た
め
に
ゲ
ア
ン
省

ヴ
ィ
ン
市
を
訪
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
議
に
は

ベ
ト
ナ
ム
の
ヴ
ォ
ン
・
デ
ィ
ン
・
フ
エ

（
V
u
o
n
g 

D
i
n
h 

H
u
e
）
副
首
相

閣
下
も
臨
席
さ
れ
ま
し
た
。
多
数
の
国
内
企
業

と
海
外
企
業
を
引
き
付
け
る
こ
の
年
次
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
投
資
機
会
を

さ
ら
に
拡
大
す
る
経
済
開
発
の
た
め
の
政
府
の

取
り
組
み
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま
す
。

　

今
年
度
の
会
議
に
お
い
て
、
W
H
A
ヘ
マ

ラ
ー
ト
社
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
よ
り
投
資
登
録
証

明
書
（
I
R
C
）
を
正
式
に
受
領
し
、
同
国
に

投
資
す
る
た
め
の
免
許
を
取
得
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
2
0
1
6
年
に
開
催
さ
れ
た
同
じ
投
資

家
会
議
に
お
い
て
ゲ
ア
ン
省
お
よ
び
そ
の
投
資

機
会
を
発
見
し
た
タ
イ
の
大
手
工
業
団
地
開
発

会
社
に
と
っ
て
、
重
要
な
一
里
塚
と
言
え
る
も

の
で
す
。
2
0
1
6
年
の
会
議
か
ら
2
年
も
経

過
し
な
い
う
ち
に
、
1
億
米
ド
ル
の
初
期
投
資

が
行
わ
れ
る
ゲ
ア
ン
省
の
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー

ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
の
起
工
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今

後
数
十
年
に
わ
た
り
開
発
が
行
わ
れ
、
総
面
積

は
3,
2
0
0
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
達
す
る
見
込
み

で
す
。

　

ま
た
、
電
力
、
水
道
お
よ
び
そ
の
他
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
を
提
供

す
る
W
H
A
の
ビ
ジ
ネ
ス
ハ
ブ
で
あ
る
W
H
A

ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ
ー
ズ
・
ア
ン
ド
・
パ
ワ
ー

（
W
H
A
U
P
）
社
も
、
W
H
A
ヘ
マ
ラ
ー
ト
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

-
ゲ
ア
ン
で

公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
I
R
C
を

ベ
ト
ナ
ム
政
府
よ
り
付
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

ナ
ー
ド
ン
氏
は
、
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る

W
H
A
の
初
め
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
ち
上
げ

に
際
し
て
寄
せ
ら
れ
た
多
大
な
協
力
と
支
援
に

つ
い
て
、
ゲ
ア
ン
省
政
府
お
よ
び
そ
の
他
の

パ
ー
ト
ナ
ー
に
感
謝
の
意
を
表
し
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
ま
す
。「
私
た
ち
は
ベ
ト
ナ
ム
の

発
展
、
堅
固
な
経
済
の
開
発
、
製
造
拠
点
の
強

化
、
お
よ
び
ア
ジ
ア
と
そ
の
周
辺
の
主
要
市
場

へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
の
位
置
付
け
に
参

加
で
き
る
こ
と
を
光
栄
に
思
い
ま
す
。
W
H
A

ヘ
マ
ラ
ー
ト
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
ゾ
ー
ン
1 

- 

ゲ
ア
ン
は
、
こ
の
ベ
ト
ナ
ム
と
の
経
済
開

発
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
弊
社
が
貢
献
す
る
た

め
の
第
一
歩
で
す
。私
た
ち
は
、双
方
に
メ
リ
ッ

ト
を
も
た
ら
す
成
功
を
、
力
を
合
わ
せ
て
継
続

的
に
実
現
で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。」

　

バ
ン
コ
ク
、
2
0
1
8
年
1
月
17

日 

ー
タ
イ
に
お
け
る
完
全
に
統
合
さ

れ
た
物
流
・
工
業
施
設
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
の
リ
ー
ダ
ー
企
業
で
あ
る
W
H
A

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
社

（
W
H
A
グ
ル
ー
プ
）
は
、
タ
イ
随
一

の
小
売
企
業
で
あ
る
セ
ン
ト
ラ
ル
・

グ
ル
ー
プ
と
、
中
国
最
大
の
電
子
商

取
引
企
業
の
1
つ
で
あ
る

J
D
.
c
o
m
の
合
弁
会
社
で
、
タ

イ
の
電
子
商
取
引
大
手
の
セ
ン
ト
ラ

ル
J
D
コ
マ
ー
ス
株
式
会
社
と
の
間

で
倉
庫
の
リ
ー
ス
契
約
を
締
結
し
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。 

　

こ
の
契
約
は
、
バ
ン
ナ
ー
・
ト
ラ
ッ

ド
通
り
K
m 
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に
あ
る
W
H
A
メ
ガ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ
ン
タ
ー
・
チ
ョ

ン
ラ
ハ
ム
ピ
チ
ッ
ト
の
倉
庫
（
総
床

面
積
6,
8
4
8
㎡
）
を
対
象
と
す
る

も
の
で
、
拡
張
可
能
契
約
で
す
。
同

セ
ン
タ
ー
は
バ
ン
ナ
ー
・
ト
ラ
ッ
ド

通
り
、
テ
パ
ラ
ッ
ク
通
り
、
ス
ク
ム

ビ
ッ
ト
通
り
（
旧
道
）
の
3
つ
の
通

り
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
リ
ー

ス
さ
れ
る
施
設
は
バ
ン
コ
ク
中
心
部

だ
け
で
な
く
ス
ワ
ン
ナ
プ
ー
ム
国
際

空
港
に
近
い
と
い
う
電
子
商
取
引
と

小
売
業
に
と
っ
て
戦
略
的
か
つ
便
利

な
位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
す
で
に
こ
の
地
域

に
位
置
し
て
い
る
セ
ン
ト
ラ
ル
・
グ

ル
ー
プ
の
他
の
3
つ
の
事
業
部
門
、

す
な
わ
ち
セ
ン
ト
ラ
ル
・
デ
パ
ー
ト
、

セ
ン
ト
ラ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
グ
ル
ー

プ
、
セ
ン
ト
ラ
ル
・
グ
ル
ー
プ
・
オ

ン
ラ
イ
ン
に
加
え
て
設
け
ら
れ
る
た

め
、
セ
ン
ト
ラ
ル
J
D
コ
マ
ー
ス
社

は
資
源
を
共
有
し
て
運
営
効
率
を
高

め
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
リ
ー

ス
さ
れ
る
倉
庫
は
、
電
子
商
取
引
の

運
営
に
非
常
に
適
し
た
広
い
荷
役
エ

リ
ア
を
備
え
て
お
り
、
電
子
機
器
や

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
製
品
か
ら
乾
燥
食
品

ま
で
多
種
多
様
な
商
品
と
製
品
に
利

用
さ
れ
ま
す
。 

　

W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

ジ
ャ
リ
ー
ポ
ー
ン
・
ジ
ャ
ル
コ
ー
ン

サ
ク
ン
・
グ
ル
ー
プ
最
高
経
営
責
任

者
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。

「
セ
ン
ト
ラ
ル
J
D
コ
マ
ー
ス
社
を

W
H
A
メ
ガ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
セ

ン
タ
ー
に
お
迎
え
で
き
る
こ
と
を
非

常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
タ
イ
の
大

手
小
売
グ
ル
ー
プ
と
中
国
最
大
の
電

子
商
取
引
会
社
に
よ
る
こ
の
合
弁
会

社
は
、「
タ
イ
ラ
ン
ド
4
・
0
」
政
策

に
即
し
て
、
タ
イ
に
お
け
る
電
子
商

取
引
と
e
ー
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
技

術
と
運
営
の
発
展
を
促
進
さ
せ
る
態

勢
が
整
っ
て
い
ま
す
。
W
H
A
は
こ

の
合
弁
事
業
を
お
手
伝
い
で
き
る
こ

と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。」

　

セ
ン
ト
ラ
ル
J
D
コ
マ
ー
ス
・
タ

イ
ラ
ン
ド
社
の
ビ
ン
セ
ン
ト
・
ヤ
ン

C
E
O
は
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
ま

す
。「
W
H
A
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

の
間
で
締
結
さ
れ
た
こ
の
リ
ー
ス
契

約
は
、
タ
イ
に
お
け
る
弊
社
の
電
子

商
取
引
事
業
を
発
展
さ
せ
る
た
め
の

重
要
な
一
歩
と
な
る
も
の
で
す
。
便

利
な
立
地
条
件
に
恵
ま
れ
た
新
し
い

倉
庫
を
持
ち
、
ア
セ
ア
ン
に
お
け
る

電
子
商
取
引
の
ハ
ブ
と
し
て
タ
イ
を

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
弊
社
は
国

内
及
び
地
域
の
両
方
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
事
業
を
拡
大
で
き
ま

す
。」

　

タ
イ
に
お
い
て
、
W
H
A
コ
ー
ポ

レ
ー
シ
ョ
ン
は
注
文
建
築
様
式
の
工

場
（
B
T
S
）
や
複
数
の
テ
ナ
ン
ト

が
入
居
す
る
倉
庫
フ
ァ
ー
ム
な
ど
、

約
2
2
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ

様
々
な
物
流
施
設
を
管
理
・
運
営
し

て
い
ま
す
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
今
後

3
〜
4
年
以
内
に
施
設
面
積
を

3
0
0
万
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
に
拡

大
す
る
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

セントラル JDコマース社が電子商取引向けに
WHAコーポレーションの倉庫を選択 

タイとアセアンで電子商取引事業の拡大を目指す

セントラル JDコマース社が電子商取引向けに
WHAコーポレーションの倉庫を選択 

タイとアセアンで電子商取引事業の拡大を目指す
セントラル・グループと、中国最大の電子商取引企業の 1 つである JD.com との
合弁会社が WHAメガ・ロジスティクスセンターで床面積 6,848 ㎡の倉庫をリース
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1

ヘマラートニュースダイジェストヘマラートニュースダイジェスト
BOIがCLMV諸国の代表団を率いて
ヘマラートESIEを訪問
BOIがCLMV諸国の代表団を率いて
ヘマラートESIEを訪問

投資委員会（BOI）のタイ海外投資奨励課、タイ国際協力機構（TICA）と日
本国際協力機構（JICA）は、カンボジア、ラオス、ミャンマーおよびベトナム
の代表団を率いてヘマラート・イースタン・シーボード工業団地（HESIE）を
訪れました。一行はヘマラート・ランド アンド ディベロップメント株式会社の
デビッド・ナードン工業・国際担当グループ・エグゼクティブによる出迎えを受け、工業団地内を見学しました。この特別な訪問
は「AECおよびその後に向けたメコン河流域諸国の投資奨励に関するワークショップ」の一環です。

日本の千葉県の投資家がESIEを訪問日本の千葉県の投資家がESIEを訪問

潜在的投資家から成る日本の千葉県の代表団がビジネス目的でイースタ
ン・シーボード工業団地（ESIE）を訪れました。千葉県の経済振興課に率い
られた同代表団は、WHAコーポレーション株式会社の子会社であるヘマラ
ート・ランド アンド ディベロップメント株式会社のラッダ・ロジャナウィライ
ウッド営業担当副社長（右端）による歓迎を受けました。

パヤップ大学の学生がESIEとHESIEを見学パヤップ大学の学生がESIEとHESIEを見学

パヤップ大学の会計・金融および銀行取引学部の学生と教授の一行が先
日、東部経済回廊（EEC）を訪問し、WHAコーポレーション株式会社のシヤ
パス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当取締役  による温かい歓
迎を受けました。一行はイースタン・シーボード工業団地（ラヨーン）とヘマラ
ート・イースタン・シーボード工業団地の総合的な見学を行って工業団地の
開発と各種サービスを実際に見て回り、海外投資の機会と課題について学
びました。

BOIに率いられた各国の投資家70名が
WHAグループのヘマラート工業団地を詳細に見学
BOIに率いられた各国の投資家70名が
WHAグループのヘマラート工業団地を詳細に見学

タイ投資委員会（BOI）が主催した見学プログラムにより、中国、日本、イ
ンド、米国および欧州からの投資家の一行がタイの東部経済回廊（EEC）
にあるイースタン・シーボード工業団地（ESIE）とヘマラート・イースタン・
シーボード工業団地（HESIE）を訪れました。この大規模な見学ツアーは、
投資機会の探索、国内外の企業の成長度と事業運営の視察、今後の工業を支えるWHAグループの能力の紹介を目的とした
ものです。今回の訪問の中で、一行はヘマラート工業団地の廃水処理施設と、最新式のサプライチェーン施設を備えたケリー・
ロジスティクス社の社屋も見学しました。

WHAコーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベ
ロップメント株式会社は、チョンブリFCの後援を継続することを決定しました。同
クラブの後援はこれで11年目となります。この後援は、地域社会との関わりにおけ
る弊社の積極的な役割を示すもので、青少年の健全な育成と連帯感の醸成のために
スポーツを振興することを目的としています。ヘマラート社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（左端）は、チョンブリFC
の関係者と他の後援企業・団体が出席した記者会見の場で、この後援の更新を発表しました。

CCE社とWMS社が産業廃棄物発電所への
廃棄物供給契約を締結
CCE社とWMS社が産業廃棄物発電所への
廃棄物供給契約を締結

日本のDOWAエコシステム・グループの1社であるウェイスト・マネージメン
ト・サイアム（WMS）株式会社は、チョンブリ・クリーン・エナジー（CCE）株
式会社が開発する8.63 MWの廃棄物発電所に産業廃棄物を供給する独占
契約を締結しました。2019年第4四半期に予定されている同発電所の商業
運転開始日より、WMS社が周辺地域から回収する約10万トンの産業廃棄物が同発電所に送られ、最先端の焼却プロセスと高
度な排出ガス制御システムを通じてクリーンな電力に変換されます。CCE産業廃棄物発電所ではワールドクラスの設計を採用
し、廃棄物をグリーン・エネルギーに変換することにより、社会と環境のために長期的に持続可能なソリューションをWMS社と
共に提供します。

WHAUP社がヘマラート社の工業団地で
天然ガス供給パイプラインおよび小売事業プロジェクトを開発 
WHAUP社がヘマラート社の工業団地で
天然ガス供給パイプラインおよび小売事業プロジェクトを開発 

WHAイースタン・シーボードNGD 2株式会社のデビッド・ナードン取
締役（中央左側）は先日、チョンブリ県シラチャ地区にあるヘマラー
ト・イースタン シーボード工業団地2において、PTT株式会社との間
で天然ガス売買契約を締結しました。契約締結式にはWHAユーティ
リティーズ・アンド・パワー株式会社（WHAUP）のウィサート・チュン
ワタナ最高経営責任者（左から4人目）も出席しました。WHAUP社
は、ガルフ・エナジー・ディベロップメント株式会社の協力のもとに、ヘマラート社の工業団地6か所で天然ガス供給パイプラ
インおよび小売事業プロジェクトを開発する権利を取得しました。運営はガルフWHA MTナチュラル・ガス・ディストリビュ
ーション株式会社が担当します。この協力関係は、タイの工業部門におけるエネルギー管理の強化を目的としたタイ政府の
天然ガス自由取引政策に即したものです。 

チョンブリ・クリーン・エナジー社の
産業廃棄物発電所建設を丸紅株式会社が開始
チョンブリ・クリーン・エナジー社の
産業廃棄物発電所建設を丸紅株式会社が開始

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュンワタナ最高経営
責任者（中央右側）、グロウ・グループのブレンダン・ウォーターズ最高経営責任者（左
端）、スエズ・アジア社のエティエンヌ・フルーアン再利用・回収担当執行取締役（右端）
および日本の丸紅株式会社の根岸邦夫プラント・プロジェクト部長（中央右側）は先日、
チョンブリ・クリーン・エナジー（CCE）プロジェクトの正式な建設開始を祝いました。発電容量8.63MWのこの産業廃棄物発電所プロジ
ェクトは、タイのチョンブリ県にあるヘマラート・チョンブリ工業団地内に位置しています。同発電所は2019年末までに営業運転を開始
する予定です。この代替エネルギー・プロジェクトはWHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社、グロウ・エナジー株式会社とスエ
ズ社の合弁事業で、日本の大手商社である丸紅株式会社がEPC事業者となっています。この発電所では、日本のJFEエンジニアリング株
式会社が提供する廃棄物焼却技術を用いて発電を行います。

WHAユーティリティーズ・アンド・パワー株式会社のウィサート・チュンワタナ最高経営責任者（中央左側）、日本のDOWAエコシステム・グループ、WMS社のス
ガワラ・ヨシアキ社長（中央右側）、グロウ・グループのガート・メールスマン事業開発担当上級副社長（左端）およびスエズ社のジェローム・ル・ボーギュー支社
長（右端）は先日、WHAユーティリティーズ・アンド・パワー社の本社において産業廃棄物発電所への廃棄物供給契約書に署名しました。

写真は、海外からの投資家一行を出迎えたWHAコーポレーション株式会社のシヤパス・チャンタチャイロート法人マーケティング担当部長をはじめとする同社
の経営陣。訪問団は東部経済回廊にあるESIEとHESIEをくまなく見て回りました。

日本に本拠を置く株式会社 多田製作所の子会社であるタダ（タイラン
ド）社は先日、東部経済回廊（EEC）に位置するラヨーン県のイースタン・
シーボード工業団地（ESIE）の土地購入契約締結式を開催しました。こ
の土地に建設される新工場は革新的な技術を駆動力とするもので、自動
車業界と電子機器業界で高まりつつある需要に応える品質の高い製品
の製造拠点としての役割を果たします。

WHAグループがバン・カオ・ヒン学校の 
温室プロジェクトを支援
WHAグループがバン・カオ・ヒン学校の 
温室プロジェクトを支援

WHA コーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド デ
ィベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（左から4人目）
は先日、弊社を代表してチョンブリ県のバン・カオ・ヒン学校に寄付金を贈呈し
ました。この寄付金は、足ることを知る経済哲学に基づいて、有機野菜を育てる
方法を子供たちに教える温室を設けるために用いられました。
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WHAグループが有機木酢プロジェクトを開始 
バン・カオ・ヒン学校で
WHAグループが有機木酢プロジェクトを開始 
バン・カオ・ヒン学校で

WHAコーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベロ
ップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部長（右から3人目）は、弊社を
代表してバン・カオ・ヒン学校を訪れ、有機木酢用の窯を作るための寄付金3万
5,000バーツを贈呈しました。作られた木酢は、害虫を駆除して土壌の質を改善する
化学薬品の代替品として用いられます。このCSR（企業の社会的責任）活動により、地域住民の間で環境問題に対する意識
が高まっています。

WHAグループ

CSR

CSR

WHAUP

カスタマーニュース

WHAグループがプルアク・デーン病院に 
新しいトレーニング用具とフィットネス・マシンを寄贈
WHAグループがプルアク・デーン病院に 
新しいトレーニング用具とフィットネス・マシンを寄贈

WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）の子会社であるヘマラート・
ランド アンド ディベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部
長は、弊社を代表してラヨーン県のプルアク・デーン病院に 10 万バーツの寄付
金を贈呈しました。この寄付金は、トレーニング用具とフィットネス・マシンを備
えた機能回復訓練室を作るためのものです。WHAは、地域住民の間に健康と健全なライフスタイルを普及させるために同
病院が実施している活動を支援しています。

WHAグループがノン・ヤイ警察署の 
新しいオーディオアンプ購入を支援 
WHAグループがノン・ヤイ警察署の 
新しいオーディオアンプ購入を支援 

WHAコーポレーション株式会社（WHAグループ）の子会社であるヘマラート・
ランド アンド ディベロップメント株式会社のスンヤ・バオプーントーン総務部
長は、弊社を代表してチョンブリ県のノン・ヤイ警察署に寄付金を贈呈しました。
この寄付は、高品質のアンプの購入を支援するためのものです。このオーディオ
機器は交通規則、緊急避難手順や公共の安全に関する知識を地域住民の間に広
めるための講習会や各種活動を実施する際に使用されます。

写真は、祝賀会を主催した WHA コーポレーションのジャリーポーン・ジャルコーンサクン・グループ最高経営
責任者（中央左側）、ヘマラート社のデビッド・ナードン工業・国際担当グループ・エグゼクティブ（左端）、来
賓のウッタマ・サワナヤナ工業大臣（中央右側）と WHA コーポレーションのアピチャイ・ブーンテラワラ監査
委員会委員長（右端）。
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WHAグループがノン・スア・チャン託児所に 
新しいウォーター・サーバーを寄贈
WHAグループがノン・スア・チャン託児所に 
新しいウォーター・サーバーを寄贈

WHA コーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベ
ロップメント株式会社は先日、チョンブリ県にあるノン・スア・チャン託児所にウォ
ーター・サーバーを寄贈しました。この新しいウォーター・サーバーは、ヘマラート社
のスンヤ・バオプーントーン総務部長が同託児所を訪れて贈呈を行いました。これに
より、地域の子供たちはろ過された清潔な水を簡単に利用できるようになります。

STT社が土地購入契約を締結 
HESIE 2に新工場を建設
STT社が土地購入契約を締結 
HESIE 2に新工場を建設

表面処理加工と潤滑技術を専門とする大手企業、STT 株式会社は、
WHA コーポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド 
アンド ディベロップメント株式会社が開発したヘマラート・イースタン・
シーボード工業団地 2（HESIE 2）に新工場を建設するための土地購入
契約を締結しました。新たに建設される工場は東部経済回廊（EEC）に
位置するため、日本に本拠を置く同社がこの地域で増えつつある様々な
業界の顧客に多種多様な高品質の潤滑剤製品を提供することが可能に
なります。

 タダ（タイランド）社が新工場の起工式を開催 タダ（タイランド）社が新工場の起工式を開催

自動車、電子機器などの業界で使用される高品質の合成樹脂、ポンプおよ
びその他の製品のメーカーであるタダ（タイランド）社は先日、WHAコー
ポレーション株式会社の子会社であるヘマラート・ランド アンド ディベ
ロップメント株式会社が開発し、東部経済回廊（EEC）に位置するイースタ
ン・シーボード工業団地（ESIE）において、新工場の起工式を開催しまし
た。日本の画期的な最新技術を導入して自動化される新工場により、同社
はこの地域における製品需要の拡大に対応することが可能になります。

 マツダが生産能力を増強
 ESIEでエンジン機械加工工場を新設
 マツダが生産能力を増強
 ESIEでエンジン機械加工工場を新設

マツダ株式会社の関連会社であるマツダ・パワートレイン・マニュファク
チャリング（タイランド）株式会社（以下「MPMT」）は先日、東部経済回廊
（EEC）に位置するチョンブリ県のイースタン・シーボード工業団地（ラヨ
ーン）において新しいエンジン機械加工工場の開所記念式を開催しまし
た。この新工場により、同社の「SKYACTIV」エンジンの生産能力は年間 3
万基から10万基に増強されます。今後、MPMTは「SKYACTIV-G 2.0」
エンジンを生産し、タイのみならずマレーシアとベトナムにあるマツダの組
立工場に供給します。

多田製作所がEECの土地売買契約を締結多田製作所がEECの土地売買契約を締結
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2018年度WHAグループ記念祝賀会

右側の写真は、工業団地開発におけるWHAグループの15 年にわたる継続的な成長と30 年にわたる成功：（前
列左端から）東部経済回廊のポジャニー・アータロットピンヨ事務局次長、ヘマラート社のデビッド・ナードン工業・
国際担当グループ・エグゼクティブ、WHA コーポレーションのジャリーポーン・ジャルコーンサクン・グループ
最高経営責任者、ウッタマ・サワナヤナ工業大臣、WHA コーポレーションのアピチャイ・ブーンテラワラ監査
委員会委員長と工業省のパス・ラハージュン事務次官。

　先日、工業団地開発における WHA グループの 15 年にわたる継続的な成長と 30 年にわたる
成功を記念し、アテネ ホテル バンコクにて政府関係者、ビジネス・パートナーや顧客企業の
皆様にご出席いただいて盛大な祝賀会が開催されました。この会にはウッタマ・サワナヤナ工
業大臣閣下のご臨席を賜り、弊社の経営陣とスタッフが多年にわたって優れた業績を上げ、タ
イのEEC地域における工業部門の成長に貢献したという祝賀のお言葉をいただきました。

WHAグループがチョンブリFCを後援。11年連続WHAグループがチョンブリFCを後援。11年連続
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